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5まとめ
東洋大学経済学部は、子成13年度からTOEIC対策講座を開講している。本稿ではこれまで、行われ
た全二~llの講座指導を担?うした経験に基づき、 TOEIC指導方法と英語教育全般にわたる関係につ
いて述べてL、く v
1. TOEICで出題される問題
TOEICはTestof English for InternationaI COl11l11unicationのl稿料、で、 1、|際コミュニケーション英
語能力テストである。受験級のようなIベ分はなく、受験書全員がhi]じ試験問題に解答し、結果は
合汚ではなく、 10点から990点までのスコアが出てくる。問題は大きく 2つのセクションに分かれ
ている 1つめはリスニングセクションであり、 45分間で101¥Jを解く。 4つの問題の種類があり、
詳しくは以下の通りである。(ジャパンタイムズ&コミュニケーション英語研究所[2001]p.10) 
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表l リスニングセクションの問題
問題のfl1:Y( ，j~ 1lリ数 wmの形式
Part 1 写真.jWi'lf問題 20 問題1紙に印刷された'勺:f[について、英文による 4つの
選択肢(A)一(D)が欣送される。それを1TJき取り、 'IIuの
IAJ谷を肢も適切に去している選択肢をひとつだけ選ぶ。
Part I 応答問題 30 問題!日紙には指示文:がF!JhtlJされているだけである。問題
添付が読み Lげられたあと、短い英治のI¥Jぃ掛けが放送
される。その応符として英文による 3つの選択肢(A)ー (C)
が欣送されるので、その'1からllit通一切な応答をひとつ
だけ選ぶ。
Part II 会話1，lIdim 30 2人の会ぷが[A->B->AJのかたちで放送される。その会話
のI人]谷を聞きl[Xり、問題]IJ紙に1:1MlI)されている設!日lを解
いていく。英文による 4つの選択肢(A)~ (D)から肢も適
切なものをひとつだけ選ぶ。
Partれr 説明文問題 20 さまざまな稀煩のアナウンスメントやスピーチ、ニュー
スなどが放送される。その|付公をIfrJき取り、問題!日紙に
印刷されている設問を解いていく。英x.による 4つの選
択肢(A)~(D) から lri も適切なものをひとつだけ選ぶ。ひ
とつの説明文について 2つから 4つの設問がある。
リスニングセクションに統L、て 3つのパートで構成されているリーディングセクションが行わ
れ、 75分で100聞を解く。詳しくは以下の通りである
表2 リーディングセクションの問題
ノfート 問題の桶m 設Il'd数 解符の形式
PartV 文法 .~(f会ftl\j:必 40 問題]11紙に印刷された令所にふさわしい語句を 4つの選
択肢(A)一(D)から選び、文を完成させる問題。空所て、Il'd
われるのは、文:i.去や百ft奨である。
Part VI 誤文.MiEl日，J!m 20 問題]11紙に印刷された英文'1のdfiまたは'<1)4カ所にド線
が引かれており、選択肢(A)一(D)がすjてられている。そ
の'1から文法」の誤りがあるものをひとつだけ選ぶ。
Part VII 読停刊¥J足立 40 Il¥J逝川紙にF!J!cll)された側道記*・ビジネス文:，l}.).よ;tf-
通知l文といったさまざまな文gqの内1i.を読みとり、それ
に続く 2つから 5つの投!日jに対して、おのおのの英文;に
よる 4つの選択肢(A)~ (D)から、 1えも適切なものをひと
つだけ選ぶ。
TOEICはリスニングセクション、リーディングセクションからなる200聞を合計2時間で解く試
験である。得点を上げるには英語学習を積み重ねることが人:1)]であることは言うまでもないが、
効率よく点数を獲得するためのポイントを指導することもTOEICに不慣れな受講生には重要で、あ
るL
?? ??
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TOEIC対策講座の成*2. 
次のiえJ1は平成14年 4flから 7) Jに行われたTOEIC対策講時受講前後でのTOEIC団体特別受験
(IPテスト)での得点の伸びを示す。
平成14年度TOEIC対策講陸受講者のIPテストの得点のftl1び、図l
l .:受講niの得点‘・:受講後の干占}，l，~、
講座出席がどれほど得点上舛と結びつくかを示すため、全 7]11]の講座のうち 4恒|以上出席の学
生135名のデータのみを対象としたo.で示されているのは講座受講前4Jj28日に受験した際の全
そして垂直線は講対象学生の得点であり、・1ま講Jif:終 f後7)J14日に受験した]!奈のfif1で、ある)
I'h受講前後で、と、れだけ増減があったかを示している。縦軸のIB寄りは20l，i主IJみで、ある
全般に効果があったとこの閃から、 TOEIC対策講!十:は短!日l川に行われていたにもかかわらず、
考える。特に注目すべきは同lχ|のJJ:jWJに示されている講座受講前のIPテストの得点が比較的低い
学生の伸びが顕著に見られることである。得点上昇につながった指導のポイントを各セクション、
「?? ??? ?
J ¥ー トごとに以下に紹介していく。
3. TOEIC指導のポイント
3・1 リスニングセクション
リスニングセクションは試験会場でテープによる音声が放送され受験者が一斉に問題を解答し
ていくご得点、アップのポイントとしてすぐ実践できるのは、各パートの問題の前に流される指示
文を聞かずに問題に LI を通すということである。指示文はどのような問題を解くのかについての
説明なので、事前に問題形式を理解していれば注意を払う必要はなく、むしろテープで問題が流
される前に、ざっと問題!日紙に記載されている問題を読んで、おいたほうが得点アップに結びつく。
また、あまり英語が得意でない場合は英語を長く聞いていることが困難なので、得点に直接結び
つかない指示文を聞いて緊張を高めるよりはリラックスして問題に備えた方が得策であるとも考
えられる。
また問題は一度しか放送されない。しかもマークシートに答えを記入する時聞が10秒ほど経過
するとすぐに次の問題が流れてくるため、正解を選んだという確信がなくても次の問題を聞き逃
さないよう気持ちを切り替えて先へ進むよう授業時に強調しておくこともTOEIC初心者には重要
である
3-1-1 パート l
ノfー ト lでは問題用紙に掲載されている写真について描写した英文による 4つの選択肢が放送
される。写真についての正しい描写をしている文を一つ選べば正解となる。このパートで高得点
を上げるには写真についての選択肢が放送される前に、自分の頭の中で写真について描写してお
けるようにしておくことが大切であるハ写真を見て英語で描写するというのは受講生には不慣れ
な課題であるので、講座で、は写真のヰlで目に付いたものはなんでも英語で書いてみる練習を行っ
た。主語と動詞のそろった文でなくても写真を見て反射的に英語が浮かぶようにしておけば、受
験時に一枚の写真について 4つの選択肢を聞いても落ち着いて正解を選ぶことができる
3-1-2 J¥ー ト 2
ノfー ト 2では英語の問いかけに対して最も適切な応答を選ぶと得点が得られる。応答の選択肢
は問題冊子には記述されていなL、。英語での問いかけは短L、文であり、応答も短い、正答を選ぶ
には、問いかけの冒頭が何で、あるか、場所についての問いかけなのか、時間についての問いかけ
なのか、といった部分(疑問市!など)を確実に聞き取ることが大切であるので、講座では問いか
けの文頭にのみ注意を払う練習を重ねた。すべてを確実に聞き取れなければ全問正解は不可能で、
166 
大学におけるTOEIC指導法と英話教1I'
あるが、 TOEICに不慣れな受講生はすべてを聞き取ろうとして分かりにくい語に煩わされるより
は、平易な問題で、確実に点数を獲得するほうが重要であると考える r
3-1-3 ノtー ト3
ノtー ト 3では二人の対話をもとに印刷されている設|叫に対する正しい答えを選ばなければなら
ない℃ここでは設問も選択服も印刷されているので、対話が始まる前にできるだけけを通してど
のようなことに注意を払って対話を聞くべきか準備を心がけるよう指導した。設問や選択月五を読
むと、対話を聞く前におおまかに対話の場面が分かることもよくあるからである。また、対話を
聞きながら以下のような質問を各I"l1'1分にしてみるよう練胃も重ねた。「話し手はどこにいるのかj
「話し手は何をしているのかJI話し子は誰か」など、である。単語がいくつか聞こえなくても、
演習を重ねていくにつれ、対話の筋が追えていればl[容を選ぶことができることが多いことがわ
かり、学生からも「練習すれば得点が|二がるのではと期待できるようになったJとのコメントが
あった。
3-1-4 パート 4
ノfー ト 4では放送を聞き、印刷されている袴数の問題に合う選択技を選んで、いく。放送は20秒
ほどであるが、講座受講生は集中}J維持が第一の課題となった。ただ不慣れで、あるからといって、
速度を下げたり二度流したりするような本番と違う練習はせずに、毎IJ一度聞いただけで選択肢
を選ぶ練留に取り組んだ。むしろその後の解説・復習のほうに重点を置き、特に語葉の増強に力
をいれた
3・2 リーディング
リーデイングではリスニングセクションと遣い、時間配分に気をつけなければすべての問題を
解答する前に試験時間が終了してしまうことがある υ 不正解を選んで、も減点、されることはないの
で、すべての解答欄にマークをするようにしなければならない。また問題は平易なものから難解
なものへと並んでいるわけではないので、簡単な問題が終わりの方に出題されていることがある。
得点できるはずの問題を解答しないで、得点を逃さないようにすべきであるうこのことからも時間
内に全問題を解くようにすることは大切である!
次の表3はリーディングセクションを全閥解くために、一間あたりに害IJり当てられる時聞を示
している 1 このベースで問題を解くことができれば、リーディングセクション75分のうち、 5分
間を見直しに充てることができる。受験時にこのベースで解いていけるよう、講座で繰り返し練
習を行った。例えば、パート 5の問題を10問解く場合は 5分経過した時点、でストップをかけ、解
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説を開始した一
表3 リーディングでの時間配分
リー デイングの
1'，]:必数
-11¥J¥iIたりに均‘ける
ノtート、IたりにかけるIL¥'II¥J
ノfート1'， 1左!日l
Pali 5 4011'，] 30秒 20 分 (40X30~1200 秒)
Part 6 2011¥J 30秒 10 分 (20X30~600 秒)
Part 7 401，"] 60秒 40 分 (40X60~2400 秒)
3-2-1 ノfー ト 5、パート 6
1¥ー ト 5では問題文の空欄に人れるべきIiEを選択肢から選ぶ。パート Gでは下線がづい、てある
筒所のうち、訂正すべき箇所を選ぶ。この二つのパートは基礎的な文法が理解できれば正容が得
られる場合と、文意が分かっていれば正答が得られる場介の大きく分けて二つあるが、短期の学
胃では、基礎的な文法復す1を行うことで正解を選ぶようにしたほうが効果的であるので、文法の
復討を徹底的に行った '1学、 11校で、の丈法を項ICごとに整Jqlして理解できていない受講生が多
くみられるため、 TOEICの!日l題を解く前に、文法問題集で学問したに例えばTOEICの問題からぬH
れて不定日，，]の用法や動名訓との述いを復百した後、千三定ufiJが分かっていれば正解が得られるよう
な過去のTOEICの問題を解いていった。また文意がわかるとIE符が得られる問題の対策としては、
単語熟語集を用いて学習指導を行った。
3-2-2 ノtー ト 7
ノfー ト 7では、広告などについての質問に答えるが、問題数も多く、効率よく解くことがぶめ
られるに上記の表 3のl時JI'r]配分に従うと、英文(文章、問題文、選択肢)を一つ一つ和訳してい
てはすべての問題を解くことがイミIJ能であることはいうまでもない 和訳せずに、英語での情報
伝達の流れにそって、内容をJlM併することができるかどうかが試されるパートであるつまた、干1
訳をしないまでも、書かれている文章をはじからはじまで読んでいては時間内にすべての問題に
符えることはできない。英語での情報伝達の流れにそって文章が読めるかどうかに加えて、必要
な情報を選び出す、という付LEJ認で書かれたものを読むときに自然と行っている作業ができるか
どうかも問われているともいえる。結局、収集すべき情報が何であるのかを知るため、問題文を
先に読み、その後、に該当する答えを効率良く探すことが必要となる c それには問題文に書かれて
いる表現と全く同じか、または]ii]意義表現を認識する力が発押されなければならない。授業では
どのように同意義表現が書かれているのか示し、また、学生自身が探す訓練を行ったと
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以下にある問題 (TheChauncey Group International [2001] p. 184)を1列に具体的にどう指導した
かを記す
Softwind's technical support staff provides free telephone assistance to registered Softwind 
users. In order to receive this free assistance， you must first register your product with 
Softwind. To do this fil in the enclosed registration card， including the name of the retail 
outlet where you purchased this product. Softwind will then send you a personal identification 
number (PIN)， which must be supplied to support staff whenever you request assistance. 
Regisrating your product will enable us to send you timely information on updates and future 
releases. Before calling technical support， please try to find the answer to your question in the 
handbook that accompanies this product. In particular， we recommend that you check the 
section on frequently asked questions that begins on page 286. 
この文章に対して以下の問題について正解を得るにはどうしたらいいかの指導は次のように行っ
た
177. "弓10were these instructions written for? 
(A) Technical support staff 
(B) Softwind engineers 
(C) Retail sales personnel 
(D) So貨windcustomers 
この設問に解答するには、文章はじめにある“staffprovides free telephone assistance to 
registered Softwind users."を読む。“provide...to-"は 1-に提供するjという意味なので to
以下がこの説明書の対象者に該当すると分かり、選択肢の)を選ぶことができることを示した。そ
の際usersとcustomersがこの文章では同義語であることを示したc
また
178. "弓latinformation is necessaηT in order to register this product? 
(A)百1ename of the store that sold this product 
(B)百1euser' s personal identification number 
(C)百1edates of future releases 
(D)百1euser' s forwarding address 
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については問題文にある“registerthis product"に似た表現を文章から探し、その前後を読めば
答えが分かる。文章には 2行[1にある“Inorder to receive this free assistance， you must first 
register your product with Softwind."を見つけ、存えを得るにはさらに先へ読みすすめればよL、。
すると、商品の登録には“thename of the retaiI outlet where you purchased this product"が必要
であることが分かる c ここではretaiIoutletがstoreとIlじ意昧であることも説明し、またpurchase
とsellという動詞は互いにlil義諸とは言えないが、「売買jという点で関連性があり、 theretaiI 
outlet where you purchased this productとthestore that soId this productが同じことを指すことを
説明し、選択肢(A)が正解であることを教えたっ
4. TOEIC指導と英語教育
短期間の講座であることから、 TOEICの得点上昇に直接結びつくよう上記のようなポイントを
押さえた指導を行ったが、英語技能全般の向上を念頭に置いた指導も重要であることは言うまで
もない
TOEICでは言語学習で必要な技能のうち、情報受信のための位能であるリスニングとリーデイ
ングについての問題しかないが、その技能についての得点を tげようとするには、言語学習で必
要なもうひとつの技能である情報発信のための技能も同時に高めていかなければならない。つま
り、 TOEIC学習をするということはTOEICという特定の問題に対応できるようになるだけでなく、
英語全般の能力を向上させることにつながるということになる。
4-1 リスニング指導と英語運用能力
TOEIC指導のうち、特にリスニングセクションでは何が講座履修者の障害になっているか考え
ると発信型技能習得学習が大切であることが見えてくる。 TOEICという受信技能についての試験
に対する学習がどう発信型の技能を高めることとつながっているのか、以下に述べる。
4-1-1 リスニングセクションでの 3つの障害
リスニングの問題を解答する|探どの時点で間違った解答を選ぶことになるのかというと、いく
つかの段階が考えられる。 1)i音声が聞き取れないJ2) i音声は聞こえても意味を知らない」
3) i意昧が分かったとしても文脈に合った意昧を認識できなLリ。以上、おおまかに 3つの段階
をクリアーしなければ聞こえた内容を本当の意味で「分かった」とは言えず、正解も選ぶことが
できない
1) i音声が聞き取れなLリというのは、覚えたはずの英単語の発音が問題文で聞く英語ネイテ
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ィブスピーカーの発音と異なり、認識できないという場合である， I~'~~ り字をローマ字読みで、記憶
した単語はリスニングに役に立たないっ「ワーラーjが“water"だと知って驚くといった経験は
誰にでもある。J(J 1越 [2000]p.10) 英語借用語、つまりカタカナ語は要注意ということである。
また、個々の発音は正しく分かっていても、他の語と繋がって聞こえてしまい、認識できないこ
とがあるザ「“Haveyou heard of him?"の下線部が 1/、ー ラムjと一語に聞こえたりする J(11 [越
[2000]p.10) 
2) 1音声は聞こえても意味を知らなLリということがあるが、中学校での英語の授業から 6年
以上英語を学校で履修してくれば聞いたことのある請は確実に増えてきているはずなので、「聞い
たことがある」と思う語に出くわすことは多いと考えられる。しかし、意昧まで分かる語となる
と激減すると思われる。
3) 1意味が分かったとしても文脈に合った意味を認識できなLリというのは、リスニングの問
題に限らず、読解指導をしていても見られることである G 原凶のーっとしては文脈に合った意昧
を認識しよう、という意識そのものが欠如しているからではないかと忠われる。英語は授業科目
の一つであって、意思を伝える言語という道具という意識がほとんどなく、情報を聞いていても
何を伝えようとしているのか考えながら理解していく作業をしていないようである ι 相手の意図
を読み取ろうとしていないので、 i反に辞書を引きながら文章を読んで、いても的経な語義を選びだ
すことが困難になるひ
4-1-2 発信技能向上指導とリスニングの 3つの障害克服
ではどういう指導をすれば同己の3つの段階をクリアーできるようになるのであろうか
1) 1音声が聞き取れなLリを克服するには、正しい音を認識する必要があるが、それにはまず
自ら発音させることが何より大切である 発信型技能の一つスピーキングをさせることが大切だ。
例えば、次のような発音練習は効果的であると考える。 a)日本人英語学習者が聞いて区別しにく
Lミ子音で始まる請のいくつかのぺアーを正しい発音ができるよう繰り返し聞き、発音する。(例え
ば foamとhome，filとhilなど)b)テープを聴きながらどちらの子音で始まっている語なのか聞き
分けるクイズをクラス全体で行う。 c)聞き分けるだけでなく白分で発音が正しくできているかど
うか確認をするため受講生どうしでベアーになり、片方が発音し、片方が当てるというクイズを
行う。この練習は漫然と音声を聞くのではなく、受講生が自ら参加する活動なので、講師による
説明が長くなりがちな授業が活性化して受講生の集中力も増すと考えられる。
2) 1音声は聞こえても意味を知らなLリは訴棄をとにかく増やすことが肝要であるから、本講
座で行っていたように、 TOEICの問題を解いた後の復習の際、関連語句をまとめて覚えさせるこ
とが重要である その際、間違った発音で覚えないように指導をすることももちろん必要である c
-171-
:3) I意味が分かったとしても文脈に合った意味を認識できなLリについては英語はゴミュニケ
ーションの道具であることを強く認識させるため、自分や身のIrlりのことについて英語で書いて
表現する指導を行うことで、徐々にではあるが前後文脈の介うような意味選択ができるようにな
っていくと考えられる。j9IJえぱ本稿3-1-1では、 TOEICパート lの写真抽写問題練習の時、受講生
自身が写真を英語で描写するという発信技能向上のための練習を行い、このパートの得点を上げ
る学習法を提案した。つまり、発信型技能のライティングをすることで受信型のリスニング、リ
ーディング技能を仲ばすことができると考える。「普段から仕事で英文のピジネス文書に触れて、
外国人に英語で対応している人は、どのような目的と表現でメッセージを伝えているのか考えて
いることで間接的にTOEICの勉強をしていることになると思います。英語を使う場面と目的をは
っきり意識していれば、短H初日lの勉強で得点、を大幅にアップすることができるでしょう。J(細部
充 [2000]p.21)とあるが、まだ社会に/t¥ていない受講生に対して英語は意思伝達の道具であると
痛感できるような環境づくりをすることが大切であると言える。
5. まとめ
TOEIC対策講座での第一のけ燃は受講生の得点向上であった。これは図 lで示したようにおお
むね達成されたと白負している ω より点数を向上させるには、さきに述べたように単に文法や単
語を暗記することでは難しく、発信技能の向上に努めなければならないc 話したり書いたりする
技能も同時に高めなければ得点をトーげることが難しいTOEICのような試験がさまざまな場面で現
在活用されているということは、英語が意思疎通の道具として使えるようになることが要請され
ていることを明確に示している。円滑な意思疎通には正確な発育ができるかどうか、適切な語や
文法が使えるかどうかという技術の向上も大切であるのは言うまでもないが、まず受講生である
大学生に欠けているのは、英語を介して意思を伝えようという考えそのものである。また伝える
だけでなく、相手の意思を読み取るという作業も大切である。これもこちらが主体的に行わなけ
ればできない作業であるハ相手が何を言おうとしているのか、じっくりと考えることが求められ
る。これは英語学習に限ったことではなく、大学生全般に必要な作業と考えられる。 r思考能力』
の高いものは、教科に関わりなく、一定水準以上の表現ができるが、そうでないものはどんな場
面でもきちんとした解答や表現をなしえないこJ(雨宮正彦 [1999]p.12)初歩的な作業ではあるが、
TOEICのリスニング、リーディングの問題を解くことを通じて、学習者の思考能力が高まること
に繋がることを期待したい。
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